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I.　自己紹介
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リアルコム概要

リアルコムはナレッジマネジメント・情報共有専業の事業会社です。

会社名 : リアルコム株式会社
所在地 : 〒111-0052 東京都台東区柳橋1-4-4 ツイントラスビル6F
代表者 : 谷本　肇（代表取締役社長 CEO）
設立 : 2000年4月17日
社員数 : 約70名

事業内容: 「REALCOM® KnowledgeMarket®」の開発、導入サービス
　　　　　　　コンサルティングの提供

連結子会社：REALCOM TECHNOLOGY, INC.（米国カリフォルニア州）
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リアルコムの歩み

2000/04 創業
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2000/05 Kスクエアオープン

2000/10 KnowledgeMarket
　　　　　　1号顧客導入

2001/06 採用企業10社突破

2002/04
KnowledgeMarket 2リリース

2004/08 採用企業50社突破
2004/10 EnterpriseSuite V3.0リリース

2004/04 HAKONE for Notesリリース
2004/08 Notes Watcherリリース

2005/03 Know-Whoアドレスブック リリース

2005/09
Red Herring Asia100選出

2006/01 PeerLinks提供開始

2005/08 採用企業100社突破

2003/09 KM成功の9プラクティス 公表

2003/06
ポータルソリューション提供開始、東京三菱銀行への導入

2006/02 米国子会社
REALCOM Technology
設立

Webコミュニティで創業、エンタープライズナレッジマネジメントで事業を確立しました。
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ソリューションコンセプト

21世紀型の
自己変革組織への
革新を戦略・システム・
オペレーションの全分
野でサポートするソ
リューション

コンサルティング

21世紀型の
自己変革型組織を
実現するための
エンタープライズ
ソフトウェア

ソフトウェア

人と人、人と情報
をつなぐ

ソリューションコンセプト：「人中心」

「人中心」のソフトウェアとコンサルティングで、人と人、人と情報をつなぎます。
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I I.　エンタープライズ2.0とは何か
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ストーリー

事の発端はエンドユーザーから始まった

オフィスはなんて仕事がしにくいのか！

プライベート ビジネス
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ストーリー

Google Appsの衝撃。
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そもそも、Web2.0とは何か

Web2.0とは2005年にティム・オライリーが名づけたここ数年のWebの世界の
トレンドのことを指す。

集合知

参加のアーキテクチャ

ロングテール

マッシュアップ

プラットフォーム
としてのウェブ

コアデータの重要性

パッケージから
サービスへ

永遠のベータ

リッチユーザー
エクスペリエンス

コンテンツ

システムアーキテクチャシステム提供方法

ユーザー意識
の変化
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Webとエンタープライズの違い

ターゲット コンシューマー エンタープライズ

ユーザー
数億人の１％、
ロングテール

数百人～数万人の80%
のマジョリティ

利用動機 楽しい、便利、面白い 業務課題の解決

サービスレベル
無料サービス、永遠のβ、
ベストエフォート

品質保証、SLA（サービ
スレベルアグリーメント）

ビジネスモデル
広告業界、広告予算、
マーケティング部門

IT業界、IT予算、
情報システム部門

Web（コンシューマー）とエンタープライズは根本が異なる。
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エンタープライズ2.0Web2.0

技術

コンセプト

エンタープライズ2.0とは

Web 2.0の技術やコンセプト影響を受け進化する次世代企業情報システムを
指す。

・Web2.0 for Enterprise
・Enterprise 2.0
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エンタープライズ2.0の要素①：ITコンシュマライゼーション

消費者向け軍需・産業向け

コンピューター

ネットワーク

Blog

音楽

検索

一般サイトIT
コンシュマライゼーション

これまでの技術の流れ

ITコンシュマライゼーションにより、ITは「作る」から「使う」へとシフトした。

Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved.

ITコンシュマライゼーションによりITベンダーからエンドユーザーへのパワー
シフトが起きた。

エンタープライズ2.0の要素②：エンドユーザーへのパワーシフト

エンドユーザー 情報システム部門 ITベンダー

こんな製品が
あります

使いませんか？

こんなシステムを
作りました。
使いなさい。

なんだこれ…
使いにくいなぁ…

こ
れ
ま
で

はい…仕方ないなぁ、
全社で導入するか

家で使っている
これ使いやすいんで
勝手に使ってます

こ
れ
か
ら
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情報品質
人が必要な情報だけを提供

ソーシャルネットワーク
人と人とのつながりを可視化

人の興味や活動履歴に基づき、そ
の人が欲しい情報だけに絞って提
供される
Google検索、Amazon本の推薦等

人と人とのつながりを可視化し、見
知らぬ人とのコラボレーションを触
発する
mixi等のSNSサービス

！

Web2.0は人を中心とした考え方である。この人中心の考え方は、エンタープラ
イズにも適応でき、情報マネジメントやワークスタイルの課題を解決する可能性
を秘めている。

Google
SNS

集合知
人が参加してコンテンツを成長

人がサイトに参加し、自律的にコン
テンツを成長させていく
ブログ、Wikipedia（ウェブ上の百
科事典）、Amazonのブックレビュー
等

Wikipedia

Web2.0の「人中心」の考え方

エンタープライズ2.0の要素③：人中心
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ダイナブックの潮流

アラン・ケイによって提唱された理想のコンピューター、ダイナブックはコンピュ
ーティングを人々に開放することだった。

ケイの構想したダイナブックとは、GUIを搭載したA4サイズ程度の片手で持てるような小型のコンピュータで、
子供でも扱える低価格なものである。 ダイナブックは、文字のほか映像、音声を持つ「本(book)」のような存
在であり、それを扱った人間の思考能力を高める存在であるとした。

出展：ウィキペディア

出典：ウィキペディア
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何がおきたのか

コンピューターのユーザーサイドへの仮想化が進みつつある。

コンピューター

アセンブリ

MSX

ハードウェアI/Oの
BiOSによる仮想化

所謂パソコン

OSによるシステムコール
の仮想化

web
ブラウザによるユーザー
インターフェースの仮想化
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エンタープライズ2.0は「Experience層」と「Integration層」の２つの着眼点が
考えられる。

エンタープライズ2.0：2つの着眼点

RSS

サーチ

マッシュアップ
ポータル

Wiki

Blog

SNS

メタデータ

アクティビティ
ログ

①Experience ②Integration

エンタープライズ2.0
の具体的
ソリューション
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III.　エンタープライズ2.0の具体的ソリューション①
Experience層：集合知の実現
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集合知とは何か

Blog、SNS、Wiki等のユーザーの自主的な情報発信が集合すると、全体とし
てすばらしい知識の宝庫となる。

Wiki（Wikipedia） Blog

ZDNetブログ：Enterprise2.0への道しるべ
http://blog.japan.zdnet.com/yoshida/
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エンタープライズにおける集合知のポイント

エンタープライズにおいても集合知は大きな可能性を占めているが、成功には
エンタープライズならではのポイントが必要となる。

社内に自律的なBlog、SNS、Wikiを立ち上
げてもうまく行かないことが多い

–最初は盛り上がるが直ぐに廃れてしまう
–投稿する人が一部に限られてしまう

社員の意識やワークスタイルが変わらない

–自発的に情報を出すことをリスクに感じる
–仕事に直接関係しないことはやらない

会社組織はまだ「ネットワーク型組織」になりきっ
ていない

成功のポイント

①柔軟に第一、第二、第三の組織を
構築

②負荷を掛けずに、気軽に、自然と
集合知を収集

③業務とうまく組み合わせ、最適な
コミュニケーションモデルを実現

④IT以外の運用面も重視
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物理探査コミュニティ

技術本部
営業本部

支店・支社

マネジメント

• 現場の疑問・回答

• 気づき情報

• 本部への問い合わせ

• ビジョンの提示

• アドバイス、支援

東北支社

各支店

…

• 優れた業務プロセス事例

• 「ノウハウ」の体系化

• 技術情報・知識の発信
技術開発センター

コアラボ
…

札幌支社

全社コミュニティ

東北札幌コミュニティ
土壌汚染コミュニティ

KMセンター
• 運用企画・教育啓蒙活動・

活性化

• コンテンツ管理

• ベストプラクティス抽出・

体系化・情報発信

設計コミュニティ 生態環境コミュニティ

電子納品コミュニティ 原価管理コミュニティ

大手建設コンサルでは、技術分野毎にコミュニティを構築し、技術者のス
キルアップ・レベルアップと顧客サービスレベルの向上を図ることを目指
した。

事例：大手建設コンサル
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「コミュニティ」は通常の組織とは異なる、「第三の組織」であ
った。

第一の組織：
ビジネスユニット

第二の組織：
タスクフォース／CFT

第三の組織：
Community of Practice
第三の組織：

Community of Practice

イメージイメージ

目的

• 組織の狭間からこぼれ落ちてし
まう課題の解決
• 特定のプロジェクトの遂行
• 横の相互作用を通じて第一の
組織のタスク間のコーディネー
ション

• 知識を共有・流通させるため
の専門家集団
•専門能力の高度化・人材育成
と、第一・第二の組織のタス
ク遂行の支援

•製品やサービスの提供

具体例

• カンパニー、事業部、部、課 • タスクフォース、常任委員会、
Cross Functional Team
（CFT）、プロジェクト、
業務改革チーム

• Community Of Practice、
エキスパートネットワーク、
Practice Group、リーダー育
成ネットワーク、勉強会

動機づけ
•職務要件
•業務目標

•プロジェクトの目標
•マイルストーン

•テーマ・スキルに対する
コミットメント

期間期間
•恒久的（再編まで） •期間限定（プロジェクト終了

まで）
•有機的進化（不要になれば終
わる）

事例：大手建設コンサル
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各カテゴリ毎に、公式に「エキスパート」を任命し、コミュニティにお
ける知識の流通・体系化をリードしている。

対象領域

計画業務・資産管理

電力・農林・港湾・空港

河岸・河川・砂防・ダム

…

基礎技術

地下水・温泉調査

環境調査

地形・地質

…

ISO

品質システム

環境システム

…

…

大カテゴリ 小カテゴリ
ジュニア

エキスパート

エキスパート制度のイメージ

カテゴリ
担当者

エキスパート

ＫＭセンター
が任命

エキスパート制度エキスパート制度

• エキスパートは「全社コミュニティ」の大カテゴリを
担当し、知識の流通のリードと品質保証を行う

• 業務として担当カテゴリ分野に関し下記活動を行う
‒ 「公式見解」型Q&Aに対する回答または取次ぎ
‒ 「公式情報」のライブラリコンテンツの品質保証・
更新・廃棄
‒新しい知識・情報の深掘りと情報発信
‒専門的なサブコミュニティの運営・参画（任意）

• エキスパートのうち、「カテゴリ担当者」に任命された
ものは、上記活動に加えて下記活動を行う
‒ 「公式見解」型Q&Aに対して回答が行われたか
どうかの最終責任
‒ 「公式情報」のライブラリコンテンツの更新・廃棄
が行われているかの最終責任

• エキスパートの任期は1年とし、エキスパートの活動
はフォーマルな業務活動として認定される

• 人事評価上「エキスパート」を経験したということが
評価され、キャリアパス上有利になるよう検討

事例：大手建設コンサル
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• カテゴリ分野毎に
スコアの高いエキス
パートをあぶりだす
ことができる

• Q&Aや投稿された
コンテンツに対する
フィードバックの
数値を加算し、
専門性を把握

物理探査
コミュニティ

「空中物理探査の地すべり調査
への適用例をご存知ない

でしょうか？」

北松型地すべり
地域への適用例を
知っています。
資料は確か…

私が仙台支社にい
たときに実際にや
ったのですが… 技術本部の

見解では…

★★★

知識・ノウハウの
対価としてフィード
バックを返す

★★★

★★★

コミュニティ上での知識・ノウハウのやり取りはスコアに換算して専門分
野毎に蓄積され、Know-Whoにおけるエキスパートのスコアリングとして
活用される。

事例：大手建設コンサル
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組織プロフィール
（グループ会社）

個人プロフィール
（出向者）

組織プロフィール
（社内部門）

個人プロフィール

Know-Who電話帳
コラボレーションゲートウェイ

個人検索

組織検索

• 組織、個人をキーワードや取り
扱い商品などで検索することで、
人と人、人と組織のコラボレー
ションを触発

• 各組織、各個人毎にプロ
フィールページを持ち、組
織・個人の概要をグループ
に伝える

Know-Who電話帳の位置づけ
「コラボレーションゲートウェイ」

• 単体だけでなく、グルー
プや出向者のプロフィー
ルも掲載する

Know-Who電話帳はグループにおける、人と人、人と組織のコラボレーシ
ョンを触発するゲートウェイの役割を担った。

事例：大手金融機関
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キーワードから探すキーワードから探す

組織図から探す組織図から探す

組織プロフィール組織プロフィール

個人プロフィール個人プロフィール

私のホームページ

個人ホームページ個人ホームページ

部門ホームページ

組織ホームページ組織ホームページ

①探す①探す ②知る②知る ③コミュニケートする③コミュニケートする

組織階層からドリルダウン
して目的の組織・人を探す

キーワード検索より目的の
組織・人を探す

組織の業務内容・担当者
を知る

個人の業務内容・履歴
を知る

メールメール

電話帳を軸に人と人、人と組織のコラボレーションを触発を実現した。

組織毎に発信したいコンテン
ツをホームページとして公開

任意で個人のBlogとしてホーム
ページを立ち上げることも可能

フィードバックフィードバック

メール・チャット等のコミ
ュニケーションやフィード
バックによる感謝も可能

事例：大手金融機関
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システム以外に、体制・制度や知識編集の仕組みを整えることでワークス
タイル変革を実現した。

集合知の実現

1

2

3

0

People：体制・権限

Process：制度・仕組み

Contents：知識の編集

Technology：システム

企画部内に運用チーム
６名

全情報流通の管理権限

「ありがとうポイント」の
人事考課への反映

現場へのインタビュー・
記事編集による知識の
吸い上げ

双方向のコラボレーショ
ンシステム

事例：大手金融機関
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組織間のコミュニケーションが
円滑に回っておらず、手戻りや
トラブルが起きている
組織の個別最適に陥り、組織の
壁を越えた課題解決が難しい。

コミュニケーションの課題

同じような失敗を繰り返してい
る。成功を横展開できていない。
各自が持っている経験・ノウハ
ウを効果的に相互活用できてい
ない

知識の再利用の課題

課題解決に最適な人を探すのに
多大な時間がかかっている
組織の壁を超えた、人材交流組
織が不足している。組織の壁が
高く、風通しが悪い。

人と人とのネットワークの課題

Know-Who
（SNS）

第三の組織
コミュニティ

（ブログ・Wiki）

第二の組織
プロジェクト

（ブログ・Wiki）

業務のQCD
（品質・コスト・スピード

の改善）

Goal：ビジネス目標 Issue：課題 Solution：解決策

集合知はコミュニケーションや知識活用・ネットワーキングの課題を解決
し、QCD向上へとつながる。

集合知が解決する経営課題
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IV.　エンタープライズ2.0の具体的ソリューション②
Integration層：API化

IV.　エンタープライズ2.0の具体的ソリューション②
Integration層：API化
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API化とは

情報系

業務系

社内 社外

SOA
EAI EDI

WebAPI
RSS

かつてアプリケーションインターフェースとして開発者の物だったAPIは
WebAPIの流れを受け、システムの基本要件となりつつある。

システム間連携に関する議論
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現在の市場環境は90年代に統合が行われたERPと酷似しており、情報系(
業務で利用しながらも業務フローに直接乗らない非構造化データ)のERP
実現が求められている。

ERP 情報系システム

販売、配達、請求、製造、在庫、
会計等の業務系システム

メール、ファイル、情報共有、ナレッ
ジマネジメント、コラボレーション
等の情報系システム

対象システム

四半期決算・連結決算

管理会計

コンプライアンス・SOX
2007年問題

普及要因

全体最適な資源計画 個人の生産性向上

社会的リスクの回避

技術力の安定化

ゴール

市場環境
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サービス利用社内別会社

メール Notes ナレッジ コミュニティ
ファイル
サーバ

情報系の世界ではグループウェア導入から10年たち、人・情報・ナレッジ
の統合管理＝情報系のERPに対するニーズが高まっている。

取引先 グループ

グループ連結経営・
社外コラボレーション

の増加

ASP
SaaS Web2.0

Web2.0・SaaSに
よる新システム利用

の増加

マネジメント
コンプライアンス強化
による情報の

統合的管理の必要性

ユーザー
情報洪水による
統合的な情報活用
へのニーズ

グループウェア導入
から10年たち

つぎはぎ・乱立となった
社内システム

ギャップ

まず現状
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サービス利用社内

Officeアプリケーション

別会社

メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

これまでのエンタープライズベンダーの情報系システムは、単一プラッ
トフォームであるスイートへの移行を強制するものであり、移行コスト
や社外連携の面でユーザー企業のニーズを満たしていない。と同時に莫
大なコストがかかる。

取引先 グループ

ユーザーマネジメント

社外にも
同一プラット
フォームを強制

膨大な
移行コスト
移行リスク

同社サービス
しか利用できず特定OS

ケース１：ERPと同じ流れをたどった場合

既存資産を
全て捨て去り
活用できず



Copyright © 2000-2006 REALCOM Inc. All rights reserved.

Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved.

サービス利用社内別会社

In
te

gr
at

io
n

メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

近年、世に提供されているサーチやポータルはあくまでコンテンツの表示
をつなぐだけであり、本質的な問題解決にはなっていない。

取引先 グループ

ユーザーマネジメント

ケース２：API化されたシステムをつなぐ緩やかな統合

コンテンツは
管理・統合できない

コンプライアンス
ニーズは満たさない

ポータル サーチ

情報の瞬間断面
に過ぎない

表面的な
情報アクセス
に限定
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サービス利用社内別会社

メール Notes ナレッジ コミュニティ
ASP
SaaS Web2.0

ファイル
サーバ

業務中心のERPと異なり、業務フローに乗らない非構造化文書を扱う情報系ERPの場合、
切り口となるのはユーザー情報になる。

取引先 グループ

ユーザーマネジメント

ケース３：情報系のERPとして必要な観点は統合する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アクティビティログDB メタデータDBアイデンティティDB

　　　　　　

マッシュアップポータル 検索

Webサービス・
社内システム連携

既存資産の
有効活用・再活性化

情報の統合管理に
よるコンプライアンス

強化

情報の統合活用に
よる生産性向上

In
te

gr
at

io
n

Experience層

CoreData層 情報の統合活用に
よる生産性向上
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システム構築の
スピード・コスト改善

システム導入時にスピーディ・
低コストでシステム連携したい
SaaSやウェブサービス等の社外
サービスを利用し、社内システ
ムと効果的に連携したい

相互運用性の課題

めまぐるしく変わる経営環境に
会わせて、スピーディかつ低コ
ストで新しいシステムを提供し
たい

柔軟性の課題

ファイルサーバーやLotus 
Notes等、既に旧システムを効
果的に活用したい

既存システムの有効利用の課題

メタデータ

アクティビティ
ログ

リッチクライアント

マッシュアップ
ポータル

SaaS

変化適応力の向上

情報系のERPが解決する変化への適応力の課題

Goal：ビジネス目標 Issue：課題 Solution：解決策

エンタープライズ
サーチ

Enterprise2.0実装

情報系のERPはシステムの相互運用性や柔軟性の課題を解決し、システム
全体の変化適応力の向上やシステム構築のスピード・コスト改善を行う。

Copyright © 2007 REALCOM INC. All rights reserved.

V.　まとめV.　まとめ
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米国陸軍は「ソマリアでの敗戦」を契機に「20世紀型軍隊」の限界を深く
考えることになった。 米国陸軍の組織改革：ソマリアでの敗戦

ソマリアでの敗戦

• 91年ソマリアでは、圧制を敷いたシアド・バーレ政権が
倒された後、２人の武装勢力指導者の抗争を軸として全
土が内戦状態に陥り無政府状態に突入。内戦に加えて干
ばつで飢餓が発生、35万人が飢餓で死亡した

• 92年事態を収拾すべく米軍を中心とする国連平和維持軍
が介入するもののアイディード将軍派との武力衝突が激
化

• 93年10月、首都モガディシオで陸上部隊・ヘリコプター
部隊からなる米特殊部隊がアイディード将軍拉致のため
本拠地を襲撃しに行ったが、市民かゲリラか判別がつか
ない神出鬼没の武装勢力を相手にした大規模市街戦に突
入

• 計画外の環境の目まぐるしい変化に錯綜する陸上部隊と
ヘリコプター部隊は、本部の間のコミュニケーションが
うまく行えずに混乱状態に陥り、ヘリ２機撃墜、米兵18
人の死者を出す結果となった。うち１人は騒乱状態の市
民に遺体を引きずり回されてさらし者にされ、そのシー
ンをテレビが世界に向けて放映するという事態になった

• 米国内には「ソマリアのために出兵した米兵が、なぜソ
マリアの市民に憎まれて殺されねばならないのか」とい
う世論が高まり、クリントン政権はソマリアのその後を
考える余裕もなく米軍を撤退させた

• ソマリア戦は、「２０世紀型軍隊組織」の限界を深く考
えさせる結果となった。 詳しくは映画「ブラックホークダウン」を参照

各部隊は必ず司令部
を通して通信するため
スピーディな状況把握
ができない…

神出鬼没のゲリラ兵
を相手に急展開する
環境に対応できず

敗退…

本部では現場の
リアルな状況を把握
できないまま誤った
判断をくだす…

本部

司令部にのみ発砲
権限があるため即座
な対応ができず機会
を逸する…

エンタープライズ2.0が目指すもの
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そこで米国陸軍は軍隊組織をネットワーク型に変革するビジョン「
Force XXI」を発表した。21世紀型軍隊「Force XXI」

• ソマリアの敗戦を受け米国陸軍は、94年「21世紀の軍隊（Force XXI）」と名づけた次世代陸軍に関す
るビジョンを発表した。

• Force XXIでは、ポスト冷戦時代の予測できない環境の変化に適応するために、各部隊がネットワーク
で結びついたネットワーク型組織に変化すべきだと提言された。

• ネットワーク型組織では、直属の上官以外にも他の部隊とのコミュニケーションラインが張り巡らされ
ており、従来司令部に集中にしていた情報は組織全体で共有されることになった。

• またこれまで本部だけが持っていた権限、例えば「ロケット砲を発射する権限」も末端の兵士に委譲、
各兵士がリーダーとしての権限を持ち、目の前のチャンスを生かして戦闘に挑むことが企図された。

注：Force XXIについてはTRADOC Pamphlet　525-5、Force XXI Operationsを参照　http://www.tradoc.army.mil/tpubs/pams/5255fram.htm

エンタープライズ2.0が目指すもの
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21世紀型軍隊の兵士「Land Warrior」は完全情報武装化・ネットワ
ーク化され、戦場の全ての状況をリアルタイムに把握しながら自律的
に判断を行っていく。21世紀型軍隊の兵士「Land Warrior」

• Force XXIのビジョンを実現すべく、96年「Land Warrior」と呼ばれる完
全情報武装化・ネットワーク化した歩兵用電子システムの開発が開始され
た。

• 「Land Warrior」は通信、GPS、防護服、ヘルメット・ディスプレイ、
ウェポン・システムといった要素で構成され、兵士はストライカーと呼ば
れる装甲車で電力の充電やデータのダウンロードを行う。

• 「Land Warrior」を配備した兵士は、モニターには戦場のすべての情報
が表示され、兵士は瞬時に状況判断できるようになった。

• 「Land Warrior」は2003年のイラク戦から投入、SFのような世界が現実
化しつつある。

エンタープライズ2.0が目指すもの
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エンタープライズ2.0は、人と人とが組織の壁を越えて有機的につながっ
た、21世紀のワークスタイル・ライフスタイルを実現する。

21世紀の組織

エンタープライズ2.0が目指すもの
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エンタープライズ2.0が目指す世界とは、「現場の自律的な問題解決能力
が高い組織＝自己変革型組織」を実現することである。

組織力が低い＝現場の自律的な問題解決力が低い

（ピラミッド型組織）

組織の能力向上：自己変革型組織の実現

エンタープライズ2.0が目指すもの

変化への対
応スピード

オープンな
組織・風土

継続的自律
的問題解決

スピード
が遅い

組織の壁が
高く情報が
伝わらない

PDCAサイクル
がまわらない

コンプライ
アンスに問
題がある

CSR経営

組織力が高い＝現場の自律的な問題解決力が高い

（自己変革型組織）
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Web2.0と同じく、エンタープライズ2.0はシステムとして何ら特別なもので
はない。提供側も含めたユーザー、つまり人の意識変化と使い方の変化がエ
ンタープライズ2.0の本質となる。

エンタープライズ2.0の本質

エンタープライズ2.0エンタープライズ1.0

情報は1画面に
抑えないと…

リテラシーが
低いから気を
つけないと…

伝えるべき事
はメールで全
員に送ったか
ら大丈夫…

使いにくいから
別のものを勝手
に使おう…

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

提
供
者

A部の○○さん
が知ってたな…

この情報はどこ
に出そうかな…

どのサービスを
使おうかな…

アクセス権は担
保されるよな…
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ご清聴ありがとうございました

REALCOMホームページ
www.realcom.co.jp
最新情報を掲載しています

お問い合わせ
リアルコム株式会社
福田雅和
masakazu_fukuta@realcom.co.jp


